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【
も
の
の
芽
】 

「
♪
う
つ
く
し
い
こ
の
そ
ら
を 

あ
い
ら
し
い

こ
の
は
な
を 

う
か
ん
で
る
し
ろ
い
く
も
：
：
：

ほ
ら
き
み
も
わ
か
る
で
し
ょ
う 

か
み
さ
ま
が

わ
か
る
で
し
ょ
う
♪
」 

 

さ
わ
や
か
に
風
薫
る
過
ご
し
易
い
季
節

と
な
っ
て
来
ま
し
た
。
自
然
界
が
一
段
と
活

気
が
み
な
ぎ
り
、
す
べ
て
の
芽
が
萌
え
出
で

美
し
く
変
化
し
て
行
く
姿
に
感
動
を
覚
え

つ
つ
そ
の
素
晴
し
さ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。 

 

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
、
時
に
は

そ
の
中
に
身
を
置
き
、
様
々
な
出
会
い
に
触

合
う
の
も
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
る
の

で
は
：
：
：
と
も
思
い
つ
つ
。 

 

い
つ
の
こ
ろ
か
、
自
然
に
詳
し
い
仲
間
に

誘
わ
れ
、
春
の
自
然
巡
り
に
出
か
け
た
事
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、
野
焼
き
の
後
の

草
原
に
は
焼
け
残
り
の
古
株
が
新
し
い
生

命
を
萌
え
出
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
其
れ
と
共

に
、
冬
の
間
枯
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な

草
も
青
々
と
新
し
い
若
芽
が
生
え
て
、
春
の

草
原
は
風
薫
る
緑
の
草
原
に
蘇
っ
て
い
ま

し
た
。 

眼
下
に
見
え
る
き
ら
き
ら
と
輝
く
碧
い

海
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
圧
巻
で
、
自
然
の

偉
大
さ
、
そ
の
美
し
さ
は
、
神
様
か
ら
癒
し

の
処
方
箋
を
戴
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
自
分
の
小
さ
さ
に
も
気
づ
か
さ

れ
：
：
：
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
燃
え
盛
る
炎
の
中

で
野
の
生
き
物
た
ち
は
ど
う
や
っ
て
難
を

逃
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ず
っ
と
疑

問
に
思
っ
て
い
た
謎
が
先
日
の
Ｂ
Ｓ
番
組

で
解
け
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
炎
が
燃
え
盛
ろ

う
と
も
地
表
近
く
は
燃
え
な
い
の
だ
そ
う

で
す
。
昆
虫
も
地
表
近
く
の
枯
れ
草
の
中
に

身
を
潜
め
、
炎
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
じ
っ
と

耐
え
、
焼
け
跡
か
ら
飛
び
立
つ
様
子
が
映
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
焼
け
残
っ
た
株
や
地
中
の

根
は
命
を
絶
や
す
こ
と
な
く
神
様
か
ら
与

え
ら
れ
た
時
を
従
順
に
待
っ
て
い
ま
す
。 

春
う
ら
ら
、
気
が
つ
か
な
い
世
界
に
於
い

て
も
神
様
の
豊
か
な
愛
が
注
が
れ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
一
番
大
切
な
あ
な
た
に
も
。 

の
ぎ
く 
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信
徒
総
会
だ
よ
り 

 

【
４
月
21
日
（
日
）】 

 

５
月
の
努
力
目
標 

『
聖
母
月
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
』 

 
 

５
月
は
、
聖
母
月
で
す
。 

週
日
は
午
後
６
時
か
ら
、
主
日
の
ミ

サ
（
繰
上
げ
ミ
サ
）
で
は
ミ
サ
前
に
ロ

ザ
リ
オ
が
唱
え
ら
れ
ま
す
。
５
月
25
日

（
土
）
に
は
、
聖
母
行
列
も
行
な
わ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
信
者
が
参
加
し
、
聖
母
月
の
信
心
が

実
り
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

ま
し
ょ
う
。 

  Ⅰ

、
信
徒
総
会
報
告 

 


 

日
時
…
４
月
21
日
（
日
）
９
時

の
ミ
サ
後 


 

場
所
…
信
徒
会
館 


 

出
席
…
１
４
５
世
帯 


 

議
長
…
今
村
達
也
（
横
立
） 

《
議
案
》 

  

１
号
議
案
・
平
成
24
年
度
行
事

経
過
報
告
…
了
承 

  

２
号
議
案
・
平
成
24
年
度
一
般

会
計
報
告
…
了
承 

  

３
号
議
案
・
平
成
24
年
度
建
設

委
員
会
収
支
報
告
…
了
承 

  

４
号
議
案
・
平
成
24
年
度
一
般

会
計
そ
の
他
の
会
計
監
査
報
告 

  

５
号
議
案
・
平
成
25
年
度
行
事

計
画
（
案
）
…
原
案
可
決 

  

６
号
議
案
・
平
成
25
年
度
一
般

会
計
予
算
（
案
）
…
原
案
可
決 

  

７
号
議
案
・
経
済
問
題
評
議
員

推
薦
投
票
…
推
薦
投
票
の
結
果
、

今
村
敏
雄
（
横
立
）、
田
川
寛
仁

（
牟
田
）
の
２
名
を
推
薦
決
定 

  

８
号
議
案
・
平
成
24
年
度
教
区

費
収
支
報
告
…
了
承 

  

９
号
議
案
・
平
成
24
年
度
信
徒

会
館
使
用
状
況
報
告
…
了
承 

  

10
号
議
案
・
各
団
体
・
活
動
グ

ル
ー
プ
の
行
事
報
告
及
び
会
計

報
告 

  
11
号
議
案
・
小
教
区
評
議
会
委

員
推
薦
投
票
…
推
薦
投
票
を
行

わ
ず
役
員
の
留
任
を
満
場
一
致

で
採
択 

  

12
号
議
案
・
教
会
施
設
整
備
修

繕
計
画
…
司
祭
館
の
外
壁
及
び

玄
関
部
分
の
修
繕
に
つ
い
て
報

告
。
ま
た
、
信
徒
会
館
の
１
Ｆ

会
議
場
に
仕
切
り
を
設
け
、
会

議
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
事
が
出

来
る
よ
う
に
す
る
件
に
つ
い
て

…
了
承 

  

13
号
議
案
・
そ
の
他 

（
ア
）
聖
母
月
の
行
事
日
程
に
つ
い

て
…
５
月
25
日
（
土
）
午
後
６

時
15
分
集
合
、
20
分
ス
タ
ー
ト 

（
イ
）
教
会
維
持
費
の
件
に
つ
い
て

…
来
年
度
以
降
値
上
げ
を
検
討

（
小
教
区
評
議
会
に
て
精
査
し
、

来
年
度
の
総
会
に
か
け
る
） 

（
ウ
）教
会
掃
除
日
程
に
つ
い
て
…

５
月
19
日
（
日
）
９
時
の
ミ
サ

後
に
開
催
予
定 

（
エ
）墓
地
規
定
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
…
承
認 

  

14
号
議
案
・
教
会
各
組
織
の
新

役
員
紹
介 

   

教
会
維
持
費
の
納
入
に
つ
い
て 

 

建
設
費
（
信
徒
会
館
）
の
納
入
が
今

年
度
の
６
月
期
で
完
納
に
な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
月
遅
れ
等
で
未
納
の
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
以
降
も
支
払
い
が
残

り
ま
す
の
で
、
地
区
評
議
員
及
び
教
会

会
計
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。 

 

《
月
払
い
例
》 

４
月
期
・
・
・
５
，
０
０
０
円 

５
月
期
・
・
・
５
，
０
０
０
円 

６
月
期
・
・
・
４
，
２
０
０
円 

７
月
期
以
降
・
２
，
２
０
０
円 

 
《
年
払
い
例
》 

１
期
・
・
・
３
４
，
０
０
０
円 

     

                     

典
礼
委
員
会
だ
よ
り 

☆
聖
母
月
の
典
礼 

 

①
ロ
ザ
リ
オ
…
主
日
は
繰
上
げ
ミ
サ

（
土
）
及
び
９
時
の
ミ
サ
（
日
）

開
始
30
分
前
か
ら
始
め
る
。
週
日

は
７
日
か
ら
午
後
６
時
よ
り
始
め

る
。 

 

②
聖
母
行
列
…
５
月
25
日
（
土
）
午

後
６
時
15
分
集
合
、
20
分
出
発
聖

堂
周
囲
を
行
列
す
る
。 

  

【
５
月
以
降
の
掃
除
割
当
表
】 

 

５
月
５
日
…
内
（
大
塔
） 

外
（
横
立
） 

12
日
…
内
（
万
場
） 

外
（
瀬
戸
山
） 

19
日
…
内
（
江
里
山
） 

外
（
五
島
ヶ
原
） 

26
日
…
内
（
以
善
） 

外
（
外
目
） 

７
月
２
日
…
内
（
三
瀬
） 

外
（
荻
田
） 

９
日
…
内
（
牟
田
） 

外
（
坊
田
） 
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二
人
の
言
葉 

 

主
任
司
祭 

 

岩
村 

知
彦 

  

日
曜
日
、
一
人
の
男
の
子
が
近
寄
っ
て
き
て
、
「
神
父
様
、
手
紙
」
と
言
っ
て
、
小
さ
く
た
た
ん
だ
紙
を
く
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

だ
っ
た
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
、
開
い
て
読
ん
で
み
ま
し
た
。「
神
父
様
、
お
か
し
を
あ
り
が
と
う
。
教
会
だ
い
す
き
で
す
。」
と
書
か

れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
心
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
？
少
し
大
き
く
な
る
と
何
故
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
回
、
東
京
に
出
て
、
一
人
の
老
婦
人
に
出
会
っ
て
、
一
つ
の
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
８
０
歳
近
く
に
な
る
、

そ
の
老
婦
人
は
、
「
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と
言
い
始
め
ま
し
た
。
教
会
で
の
悩
み
が
あ
る
み
た
い
で
、
そ
の
為
に

色
々
の
本
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
日
本
に
信
仰
が
伝
わ
っ
た
頃
の
様
子
に
興
味
が
わ
い
て
き
た
よ
う
で
し
た
。
長
年
ピ
ア
ノ
を
教
え

て
、
生
活
を
立
て
て
き
た
人
で
す
が
、
知
識
を
得
た
い
と
い
う
心
は
、
失
わ
れ
ず
に
保
た
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。 

 

子
供
の
教
育
は
、
親
の
責
任
で
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、
そ
の
公
文
書
の
中
で
、
「
家
庭
は
、
信
仰
の
最
初
の
苗
床
で
す
」
と

行
っ
て
い
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
は
、
真
似
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
言
い
ま
す
。
親
は
、
子
供
が
自
分
の
背
中
を
見
て
、
何
を
学
ぶ
か
、
何

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
の
か
を
い
つ
も
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
必
要
な
こ
と
は
、
自
分
が
忙
し
い
と
い
う

理
由
だ
け
に
納
得
し
て
、
学
ぶ
意
欲
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
親
の
一
番
の
思
い
は
、

子
供
が
健
全
に
育
つ
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

何
か
を
求
め
て
、
特
に
生
き
る
こ
と
に
、
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
を
求
め
て
い
く
な
ら
ば
、
誰
の
姿
も
生
き
生
き
と

し
た
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
、
何
に
も
優
る
良
い
模
範
で
す
。
信
仰
は
、
体
験
が
役
に
立
つ
知
恵
で
す
。
求
め
て
い
け
ば
、

深
く
な
り
、
広
く
な
り
ま
す
。
特
に
今
は
、
親
が
唯
一
教
え
る
こ
と
の
出
来
る
知
恵
だ
と
思
い
ま
す
。
模
範
を
示
し
な
が
ら
、
先
祖
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
大
切
な
も
の
を
、
子
供
に
確
か
に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。 



２０１３年 ４月２８日発行         瀬戸山の風                    （4） 
 

                                

 

                                  

                                  

                                  

☆小教区評議会 ☆地区評議員
会長 （主任司祭） 岩村　知彦 万場 井元　秀敏
議長 （信徒代表） 山内　誠司 以善 谷口　國光
副議長 （典礼委員長） 今村　國男 大塔 友永　義則
副議長 （婦人会長） 濵﨑　眞由美 外目 川﨑　聡
会計 （一般会計） 山内　忠 横立 今村　國男
会計 （評議会会計） 江里山 谷口　秀紀
書記 （広報委員長） 市瀬　輝秋 五島ヶ原 山内　文雄
委員 （婦人副会長） 樫山　加奈子 瀬戸山 大木　一
委員 （経済問題評議員） 今村　敏雄 荻田 山﨑　保子
委員 （経済問題評議員） 田川　寛仁 三瀬 浜道　健次
委員 （経済問題評議員） 道下　和弘 牟田 田川　謙二
委員 牧野　和美 坊田 西村　友美
委員 今村　弘
委員 （墓地委員長） 田川　忠義

委員 （育成会長） 川﨑　聡 ☆会計監査
委員 （修道院代表） シスター赤迫 監査員 濵﨑　哲次郎
委員 北地区評議員代表 監査員 道下　恭一
委員 南地区評議員代表

☆経済問題評議会 ☆育成会
評議員 （教会維持費担当） 山内　忠 会長 川﨑　聡
評議員 今村　敏雄 副会長 田川　伸一
評議員 田川　寛仁 副会長 原口　正人
評議員 （教区費担当） 道下　和弘 会計 古里　真二

☆婦人会 ☆クルシリオ会
会長 濵﨑　眞由美 会長 辻村　留雄
副会長 樫山　加奈子 副会長 谷口　秀紀
会計 田川　純子 会計 烏山　良子
書記 市瀬　好子 書記 松下　幸子

☆墓地委員会 ☆召命委員会
委員長 田川　忠義 委員長 山内　誠司
副委員長 谷口　秀紀 副委員長
副委員長 高野　幸夫 会計 末永　静香
会計 牧野　和美 顧問 嘉松　茂幸
書記 山口　郁彦 委員 （経済問題評議員） １名
委員 瀬上　宏一
委員 尾高　力雄

委員 （経済問題評議員） ４名 ☆木曜会
委員 （小教区評議会） ２名 会長 谷口　國光

副会長 樫山　順一
会計 山内　弘文

☆典礼委員会
委員長 今村　國男

副委員長 （経済問題評議員） 田川　寛仁 ☆育英会
会計 今村　慶子 委員長 橋本　隆
委員 （修道院） シスター永谷 副委員長 道下　和弘
委員 （修道院） シスター生田 会計 谷口　國光
委員 （婦人会） 樫山　加奈子 書記 横岩　勝
委員 （クルシリオ会） 松下　幸子 委員 （経済問題評議員） １名
委員 （育成会） 原口　正人
委員 田川　隆明

平成２５年度 田平小教区役員名簿 
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人
物
春
秋 

 
【
帰 
天
】
な
し 

【
洗 

礼
】
な
し 

【
結 

婚
】 

 

☆
４
月
20
日 

  
 
 
 
 
 

前
川 

和
幸
（
平
戸
市
） 

ド
ミ
ニ
カ 

田
川 

加
代
子
（
外
目
） 

 

【
転 

出
】 

 

○
３
月
27
日 

相
ノ
浦
教
会
へ 

テ
レ
ジ
ア 

橋
口 

明
美 

   

残
さ
れ
た
一
筆 

 

 

 

信
者
に
・
・
・ 

芦
屋
か
ら
夫
婦
で
来
ま
し
た
。 

レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
美
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。 

 

信
者
に
な
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

 ２
０
１
３
・
４
・
７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ
＆
Ｋ
さ
ん 

 

 

ね
が
い
・
・
・ 

久
留
米
よ
り
参
り
ま
し
た
。 

 

何
も
目
的
も
な
く
来
ま
し
た
が
、
と

て
も
静
か
で
、
悩
み
が
吹
き
飛
ぶ
よ
う

な
気
に
な
り
ま
し
た
。 

 

病
気
の
人
が
元
気
に
な
り
ま
す
よ
う

に
。 

 

皆
が
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

２
０
１
３
・
４
・
10 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

み
ゆ
き
さ
ん 

 

 

改
め
て
の
感
激
！ 

 

昭
和
36
年
か
ら
41
年
ま
で
の
５
年

間
、
隣
接
地
に
あ
る
平
戸
種
畜
場
に
勤

務
し
て
お
り
、
ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
の
音

と
毎
日
生
活
し
て
い
ま
し
た
。 

 

恥
ず
か
し
な
が
ら
会
堂
内
部
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

長
崎
か
ら
朝
早
く
出
て
来
ま
し
た
。 

す
ば
ら
し
さ
に
改
め
て
感
激
で
す
！ 

 

２
０
１
３
・
４
・
12 

 

長
崎
市 

Ｍ
さ
ん 

  

※
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
田
平
教
会
を
訪

れ
た
人
が
、
備
え
付
け
の
感
想
ノ
ー
ト

に
思
い
思
い
に
書
き
記
し
た
も
の
を
、

掲
載
し
た
も
の
で
す
。 

 

御 

礼 
 

 

牟
田
地
区
の
辻
村
留
雄
様
よ
り
、
故

マ
リ
ア
辻
村
ミ
ス
ノ
様
の
香
典
返
し
と

し
て
、
田
平
教
会
に
寄
付
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

田
平
教
会
信
徒
一
同 

   

御 

礼 
 

 
 

長
崎
市
の
長
崎
純
心
聖
母
会
・
ロ
ザ

リ
オ
の
聖
母
修
道
院
様
よ
り
切
手
代
と

し
て
ご
寄
付
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

シ
ス
タ
ー
今
村
フ
ジ
エ
様
か
ら
も
広

報
委
員
会
に
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
委
員
会
一
同 

   

お
詫
び
と
訂
正 

 

  

●
お
詫
び
と
訂
正 

 
 

平
成
25
年
４
月
号
（
Ｐ
６
）
の
婦

人
会
の
新
役
員
さ
ん
の
紹
介
で
副
会

長
の
樫
山
加
奈
子
様
の
お
名
前
を
誤

っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

《
訂
正
内
容
》 

 
 

正
・
・
・
樫
山
加
奈
子 

 
 

誤
・
・
・
樫
山
加
奈
恵 

 

●
信
徒
総
会
資
料
の
訂
正 

 
 

信
徒
総
会
議
案
書
の
中
に
誤
っ
た

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
方

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

訂
正
内
容
以
外
に
も
誤
記
載
・
誤
字

等
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

《
訂
正
内
容
》 

 

○
Ｐ
３
・
平
成
24
年
度
決
算
報
告
書 

 

【
収
入
の
部
】
過
年
度
維
持
費
・
増

減
の
欄
の
記
入
漏
れ 

 
 

正
・
・
・
８
，
９
０
０ 

○
Ｐ
６
・
建
設
委
員
会
収
支
報
告 

 
 

正
・
・
・
竹
山
基
金
へ
返
済 

 
 

誤
・
・
・
教
区
へ
返
済 

 

○
Ｐ
８
・
平
成
25
年
度
行
事
計
画
案 

 

【
５
月
期
・
教
会
内
外
掃
除
】 

 
 

正
・
・
・
５
月
19
日 

 
 

誤
・
・
・
５
月
26
日 

 

【
年
月
】 

 
 

正
・
・
・
Ｈ
26
・
１
月 

 
 

誤
・
・
・
Ｈ
25
・
１
月 

 

○
Ｐ
19
・
典
礼
委
員
会
会
計
報
告 

 

【
支
出
の
部
・
合
計
欄
及
び
収
支
・

支
出
欄
】 

 

正
・
・
・
１
０
６
，
８
５
７ 

 
 

誤
・
・
・
１
０
０
，
８
５
７ 

 

【
収
支
・
残
金
（
次
年
度
繰
越
金
）】 

正
・
・
・
４
，
２
８
１ 

 
 

誤
・
・
・
１
０
，
２
８
１ 

   



２０１３年 ４月２８日発行         瀬戸山の風                    （6） 
  

 

 

                                  

 

 

 

                                  

  

５
月
の
祝
・
祭
日 

 
 

 

復
活
節 

 

＊ 

２
日
（
木
・
記
念
日
）
聖
ア
タ
ナ
シ
オ
司
教
教
会
博
士 

＊ 

３
日
（
金
・
祝 

日
）
聖
フ
ィ
リ
ポ 

聖
ヤ
コ
ブ
使
徒 

＊ 

５
日
（
日
・
主 

日
）
復
活
節
第
６
主
日
・
世
界
広
報
の
日
献
金 

＊ 

12
日
（
日
・
祭 

日
）
主
の
昇
天 

＊ 

14
日
（
火
・
祝 

日
）
聖
マ
チ
ア
使
徒 

＊ 

19
日
（
日
・
祭 

日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日 

＊ 

26
日
（
日
・
主 

日
）
三
位
一
体
の
主
日 

＊ 

31
日
（
金
・
祝 

日
）
聖
母
の
訪
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

活 
動 

報 

告 

（ 

４ 

月 

） 

 


 

２
日
（
火
）・
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ 


 

４
日
（
木
）・
木
曜
会 


 

５
日
（
金
）・
ク
リ
シ
リ
ス
タ
の
集
い 


 

８
日
～
９
日
・
会
計
監
査 


 

12
日
（
金
）・
小
教
区
評
議
会
・
予
算
決
算
委
員
会 


 

14
日
（
日
）・
ク
ル
シ
リ
ヨ
奉
仕
作
業 


  

〃 
 

 

・
婦
人
会
総
会 


 

21
日
（
日
）・
信
徒
総
会
・
新
旧
役
員
交
代
会 


 

25
日
（
木
）・
典
礼
委
員
会 


 

26
日
（
金
）・
教
会
報
紙
面
作
り 


 

27
日
（
土
）・
教
会
報
印
刷
・
綴
じ
込
み 


 

28
日
（
日
）・
教
会
報
発
行 
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社
会
の
窓
（
第
百
八
十
三
話
） 

  
今
日
ま
で
・
そ
し
て
明
日
か
ら 

 

謹
啓 

春
う
ら
ら
、
新
緑
と
青
空
と

平
戸
つ
つ
じ
が
目
に
美
し
く
映
え
て

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察

し
、
心
よ
り
お
喜
び
致
し
ま
す
。 

当
方
も
家
族
共
々
元
気
で
何
と
か

や
っ
て
い
ま
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

 

私
事
、
３
年
前
６
０
歳
で
無
事
定

年
退
職
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
借
金
だ
ら
け
の
国
の
財
政

事
情
も
あ
り
こ
の
と
こ
ろ
年
金
制
度

に
か
な
り
の
支
障
が
出
て
き
て
い
る

の
は
皆
様
ご
周
知
の
と
お
り
で
す
。

つ
い
て
な
い
こ
と
に
、
私
た
ち
か
ら

６
５
歳
ま
で
の
５
年
間
基
礎
年
金
が

出
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
も
あ
り
、
国
は
（
初
期
）

高
齢
者
雇
用
促
進
に
関
す
る
法
律
を

整
備
し
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
働
け

る
う
ち
は
働
い
て
で
き
る
だ
け
自
力

で
生
活
を
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
・
・
・
。
そ
こ
で
私
も

再
任
用
制
度
（
年
齢
構
成
が
若
い
職

場
に
は
高
齢
者
も
必
要
？
）
を
利
用

し
、
そ
の
ま
ま
平
戸
市
に
あ
る
母
校

の
長
崎
県
立
猶
興
館
高
等
学
校
に
採

用
し
て
い
た
だ
き
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

で
３
年
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
年
金

０
で
給
料
は
半
分
近
く
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。 

「
人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
き
る
に
あ

ら
ず
」
と
は
聖
書
の
中
の
御
言
葉
。

当
然
な
が
ら
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
金
は
と
て
も
大
事
な
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
精
神

的
な
部
分
で
よ
り
満
た
さ
れ
る
も
の

が
な
け
れ
ば
、
人
は
生
活
の
充
実
感

や
人
生
の
幸
福
感
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
た
め
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
他
人
の
た
め
に
も
な
り
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
も

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

昭
和
５
０
年
に
東
京
の
大
学
を
卒

業
し
、
中
五
島
高
校
に
新
任
を
し
て

以
来
・
北
松
農
業
・
上
五
島
・
長
崎

工
業
・
松
浦
・
猶
興
館
高
校
と
歴
任

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
し
た
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
な
り

に
生
徒
た
ち
の
た
め
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
ふ
り
返
え
れ
ば
、
冷
汗
一
斗

の
思
い
で
す
。
が
、
多
く
の
の
い
い

教
え
子
た
ち
に
も
恵
ま
れ
、
素
晴
ら

し
い
財
産
が
で
き
ま
し
た
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
く
た
び
れ
も
し
ま
し
た
が
、

い
い
仕
事
で
し
た
。 

 

も
う
き
っ
ぱ
り
と
引
退
す
べ
き
か

な
？
・
・
・
と
思
い
悩
ん
で
い
た
と

こ
ろ
、
今
年
度
も
続
け
て
再
任
用
で

週
２
日
だ
け
母
校
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
倫
理
」
と
「
現
代

社
会
」
の
授
業
で
す
。
い
っ
ぺ
ん
に

仕
事
を
辞
め
て
ぶ
ら
ぶ
ら
と
い
う
の

も
よ
く
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
も
大
変

に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。 

休
み
の
日
に
は
永
い
間
の
疲
れ
を

ゆ
っ
く
り
癒
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

他
方
で
平
戸
市
陸
協
で
の
地
元
や
県

の
大
会
の
役
員
や
審
判
に
加
え
大
島

村
の
実
家
の
管
理
や
行
事
へ
の
参

加
・
学
校
の
花
植
え
や
除
草
作
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
畑
仕
事
や
魚
釣

り
・
読
書
や
執
筆
・
音
楽
や
映
画
の

鑑
賞
・
小
旅
行
な
ど
い
ろ
い
ろ
や
り

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
今
秋
の
平
戸
市
議
会
議
員

へ
の
立
候
補
も
以
前
か
ら
考
え
な
か

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年

齢
的
に
遅
す
ぎ
る
し
、
た
だ
さ
え
厳

し
い
選
挙
で
大
島
や
田
平
の
現
職
議

員
の
足
を
引
っ
張
っ
て
は
な
ら
な
い

と
判
断
し
、
悩
ん
だ
挙
句
断
念
し
ま

し
た
。
私
な
り
に
こ
れ
ま
で
学
校
の

仕
事
の
他
に
永
い
間
教
職
員
団
体
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
・
地
域
の
役
員
（
副

区
長
・
体
育
部
長
・
育
成
会
会
長
）

な
ど
皆
さ
ん
の
お
世
話
役
を
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
最
後
に
地
元
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

密
か
に
・
・
・
が
、
家
族
に
も
迷
惑

が
か
か
る
の
は
事
実
で
す
。 

 

と
い
う
こ
と
で
、
去
る
３
月
末
日

を
も
ち
ま
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で

の
都
合
３
８
年
間
に
及
ぶ
教
職
生
活

が
何
と
か
終
わ
り
ま
し
た
。
本
日
、

友
人
・
知
人
の
皆
様
に
近
況
報
告
を

兼
ね
て
の
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
方
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

敬
具 

平
成
二
十
五
年
四
月
吉
日 

平
戸
市
田
平
町
在
住 

橋
本 

隆 
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編
集
後
記 

 

朝
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
が
朝
日
と
共
に

目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
鳥
の
さ
え

ず
り
は
、
ウ
グ
イ
ス
だ
け
で
な
く
ヒ
バ

リ
も
何
処
を
飛
ん
で
い
る
か
は
判
ら
な

い
け
れ
ど
も
、
上
空
か
ら
心
地
よ
い
声

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

年
度
の
変
わ
り
目
は
別
れ
と
出
会
い

の
季
節
と
も
云
わ
れ
ま
す
。
小
鳥
た
ち

も
新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
さ
え
ず
っ

て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち

も
学
校
で
、
職
場
で
新
し
い
仲
間
た
ち

と
学
ん
だ
り
、
働
い
た
り
し
ま
す
。 

 

教
会
も
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

信
徒
会
館
建
設
費
納
入
も
６
月
で
終
わ

る
予
定
で
す
。
献
堂
百
周
年
も
数
年
後

に
控
え
、
今
一
度
、
信
仰
を
表
に
現
す

時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

Ｋ
・
Ｍ 

３月３０日（土）午後８時から復活徹夜祭

のミサが行われました。 

ミサの後には、イースターエッグが信者の

皆さんに配られました。 

４
月
21
日
（
日
）
に
信
徒
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
議
長
に
選
任

さ
れ
た
横
立
地
区
の
今
村
達
也
さ
ん

の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り
、
各
議

案
が
討
議
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
村

さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 


